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＜ 特別寄稿 ＞
正山征洋先生のご厚意で所蔵され
ている「ボタニカルアート」の一部を
紹介していただく事になりました。
大変貴重で興味深く、芸術性も高
い作品に加え先生自ら解説されて
います。

セイヨウコウホネの学名が
Nuphar luteaで、 Nupharは
アラビア語を語源とした“スイレ

ン”を示し、 luteaは“黄色の”
を意味します。 本種はヨーロッ
パから西アジアの湖水に広く分
布しています。 初夏花柄を延ば
し黄色花を開きます。

 薬局方には形態がよく似た日
本のコウホネやネムロコウホネ
の根が川骨として収載されてい
ます。 ナファラミン等のアルカロ
イド、 縮合型タンニン等を含ん
でいます。 川骨は駆お血作用、 
止血、 利尿等に用いられ、 また、 
治打撲一方等の漢方薬にも配
合されます。

 本画はカーチスによる１８０３
年の作です。
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